
議会だより NO.98（4）

【
一
般
会
計
決
算
】

〔
財
政
運
営
及
び
財
政
再
建
〕

○
　
公
債
比
率
が
0.9
ポ
イ
ン
ト
、

経
常
収
支
比
率
が
1.7
ポ
イ
ン
ト

前
年
に
比
べ
て
増
加
。
健
全
財

政
に
向
け
財
政
再
建
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三

セ
ク
タ
ー
、
土
地
開
発
公
社
等

の
外
郭
組
織
の
う
ち
最
終
的
に

財
政
負
担
が
生
じ
る
潜
在
的
債

務
を
把
握
し
全
体
の
計
画
を
策

定
し
実
行
を
。

○
　
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
は
、

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、

実
情
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
主
導
で
で
き
る
財
政
運
用

を
。

○
　
再
建
計
画
の
実
施
は
一
方
的

に
市
民
負
担
を
強
い
ず
市
民
と

行
政
が
対
等
の
立
場
で
理
解
し
、

情
報
公
開
や
対
話
機
会
の
創
出

を
積
極
的
に
実
施
し
、
計
画
を

実
効
あ
る
も
の
に
。

〔
歳
入
関
係
に
つ
い
て
〕

○
　
税
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
料

金
全
般
の
徴
収
体
制
に
つ
い
て
、

情
報
の
一
元
的
な
把
握
と
管
理

に
よ
る
徴
収
効
率
の
向
上
を
。

○
　
北
条
鉄
道
経
営
は
市
街
地
再

開
発
ビ
ル
を
含
む
旧
市
街
地
の

活
性
化
と
連
動
さ
せ
た
経
営
を
。

○
　
夜
間
徴
収
等
の
徴
収
努
力
は

評
価
す
る
が
、
徴
収
体
制
を
よ

り
強
化
し
、
滞
納
処
分
を
行
う

財
産
範
囲
の
拡
張
等
に
よ
り
消

滅
時
効
中
断
に
よ
る
不
納
欠
損

処
分
を
縮
減
す
る
よ
う
要
望
。

ま
た
、
市
税
収
入
の
総
額
で
あ

る
調
定
枠
を
拡
大
す
る
調
査
を
。

○
　
地
域
事
情
を
考
慮
し
乳
幼
児

保
育
の
重
要
性
と
い
う
観
点
か

ら
幼
児
園
構
想
を
検
討
。
ニ
ー

ズ
の
的
確
な
把
握
と
分
析
を
も

と
に
市
民
主
導
の
社
会
保
障
確

立
を
。

○
　
市
民
参
画
に
よ
る
環
境
基
本

条
例
や
環
境
基
本
計
画
の
策
定

に
更
な
る
努
力
を
期
待
。
市
民

が
地
域
の
環
境
課
題
に
関
心
を

持
ち
積
極
的
に
行
動
で
き
る
よ

う
策
定
過
程
の
情
報
公
開
を
。

○
　
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
CO2
削
減
を

積
極
的
に
PR
し
、
生
産
型
社
会

か
ら
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
を
。

○
　
構
造
改
革
特
区
に
加
え
、
産

業
促
進
振
興
条
例
等
支
援
措
置

を
整
備
し
、
企
業
に
対
し
て
立

地
メ
リ
ッ
ト
の
ア
ピ
ー
ル
を
。

○
　
企
業
進
出
の
大
き
な
判
断
基

準
と
な
る
水
道
料
金
は
、
糀
谷

ダ
ム
の
多
目
的
利
用
を
関
係
機

関
へ
要
望
を
。

○
　
再
開
発
ビ
ル
の
空
き
テ
ナ
ン

ト
対
策
は
管
理
組
合
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
一
任
す
る
こ
と
な

く
、
市
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
。

○
　
立
体
駐
車
場
の
危
険
箇
所
等

の
早
急
な
改
善
を
。

○
　
学
校
給
食
は
、
セ
ン
タ
ー
方

式
と
単
独
校
方
式
に
よ
る
受
益

者
負
担
の
格
差
是
正
と
地
産
地

消
の
観
点
に
よ
る
運
営
を
要
望
。

○
　
中
学
校
給
食
は
保
護
者
や
生

徒
の
要
望
に
で
き
る
限
り
の
対

応
を
。

○
　
幼
児
園
構
想
は
社
会
動
向
や

地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
掌
握
し
、

子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
幼
児

教
育
を
。

【
特
別
会
計
決
算
】

〔
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〕

○
　
徴
収
業
務
は
個
別
の
生
活
状

況
を
把
握
し
、
安
易
に
資
格
証

明
書
の
発
行
等
を
行
わ
ず
税
の

公
平
性
の
確
保
に
努
め
る
。

〔
介
護
保
険
特
別
会
計
〕

○
　
自
分
の
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
適
正
か
確
認
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
加
え
、
第
三
者
評
価

機
関
の
設
置
を
要
望
。

【
企
業
会
計
決
算
】

〔
水
道
事
業
会
計
〕

○
　
高
利
政
府
債
の
借
り
換
え
を

引
き
続
き
国
及
び
関
係
機
関
に

要
望
す
る
よ
う
努
め
る
。

○
　
水
道
料
金
の
改
定
は
市
民
負

担
を
極
力
縮
減
し
周
知
期
間
を

十
分
に
設
け
、
市
民
の
理
解
を

得
る
。

〔
下
水
道
事
業
会
計
〕

○
　
農
集
、
コ
ミ
プ
ラ
の
起
債
償

還
期
限
の
延
長
を
、
引
き
続
き

国
及
び
関
係
機
関
へ
要
望
を
。

○
　
下
水
道
の
改
修
は
綿
密
に
計

画
を
策
定
し
、
健
全
運
営
に
よ

る
実
施
を
。

○
　
井
戸
水
の
使
用
者
に
関
し
て

は
住
民
登
録
と
連
動
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
公
共
料
金
の

公
平
性
に
努
め
る
。

〔
病
院
事
業
会
計
〕

○
「
命
を
守
る
唯
一
の
場
所
」
を

念
頭
に
、
地
域
に
根
付
い
た
中

核
病
院
に
。

○
　
採
算
の
み
を
重
視
せ
ず
、
独

自
の
企
業
努
力
で
健
全
経
営
を
。

○
　
IT
化
に
よ
る
医
療
収
益
の
増

加
を
図
り
、
病
診
連
携
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
。
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10
月
31
日
貊
、
11
月
11
日
貂
の
２
日
間
、
平
成
14
年
度
会
計
を
審

査
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
高
見
忍
委
員
長
外
６
名
）
を
開
催
。
議

案
第
55
号
〜
64
号
の
10
会
計
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
議
を
行
い
全
会

一
致
で
原
案
認
定
、
12
月
１
日
�
の
定
例
会
で
も
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
委
員
等
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘
・
意
見
・
確
認
事
項
等
を
次
の
と

お
り
要
望
書
（
抜
粋
）
と
し
て
執
行
者
に
提
出
し
ま
し
た
。


